
ささえりあ武蔵塚と
圏域内事業所との連携による試み

熊本市北5地域包括支援センター（ささえりあ武蔵塚）

資料６



■健康と要介護の間にある状態

「フレイル」を知っていますか？

■フレイルの原因



コロナ禍における様々な支援（一部）



地域住民の声



介護サービス事業所連絡会
【活動目的】
圏域内の介護サービス事業所同士が連携および協力し合い、地域包括ケアシステム構築に
向けた取り組みの一環として圏域内の高齢者支援の充実や地域貢献に向けた話し合いを
定期的に開催し、実際に地域活動へとつなげる

【活動内容】
毎月1回開催(令和4年度より偶数月開催)し、約10名程が参加 ※オンライン形式
・ 地域課題の共有、地域資源の発掘
・ サロンや老人会での出前講座やボランティア活動
・ 地域活動への協力 など

【メンバー】
医師、看護師、理学療法士、作業療法士、歯科衛生士、
社会福祉士、ケアマネージャー、介護福祉士など



協力可能な事業所を募る（2020年12月）

●コアメンバー会議の開催（計6回） ●体操の案を作成（ビデオ・資料作成）

●ラジオ体操体操第一伴奏曲使用申請 → ラジオ体操音源の作成（依頼）

●株式会社VSQ音源使用申請 ●体操指導音声の録音

●音楽に音声を合わせる編集作業

●補足資料の作成

●CD・補足資料の発注●予算の確保

ＣＤ作成までの流れ

完成!!

●各事業所スタッフの写真を募集

●CDの調整

（2022年10月）





体験会の開催



参加者の声
●参加者 29名（男性3名、女性26名）●アンケート回収 28名（回収率100％)

■参加した理由（複数回答可）
・自分自身の健康づくりのため 22名
・地域活動で取り組みたい 12名
・家族に教えたい 4名

■主な感想
・要支援、要介護者になるべくならない様、自身の日頃の努力意識でできることは続けて
/行きたい。
・新しい体験が出来たので大変よかった。身近な人にも伝える事が出来たらと思う。
・サロンで皆でやれたら良いと思う。
・こういう機会をたくさん作ってほしい。
・とても役に立った！ 高齢者向けにしてはリズムが早いのではないか？



今後の活用について

■事業所連絡会会員事業所へ配布
→  事業所内での利用者向けレクレーション、体操等に使用（通所・入所）
→  事業所利用者に配布（通所・入所・訪問）
→  ケアマネージャーが担当する高齢者に配布（居宅介護支援事業所）
→ 医療機関で患者に配布

■地域のサロンや老人会代表者へ配布

■自治会や社会福祉協議会へ配布

■希望する地域住民へ配布
民生児童委員の配布協力あり

体験会の要望があれば
対応していく



11,483名
ささえりあ武蔵塚圏域内の65歳以上の人数 ※2022年11月現在


